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■作　者　　伊達綱宗
■年　代　　寛永１７年（１６４０）～正徳元年（１７１１）
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本資料は、伊達綱宗の誕生寛永１７年（１６４０）～死没正徳元年（１７１１）までに描かれた
作品である。２１歳の若さで隠居を強いられた綱宗は７２歳で没するまでの５０年間を品川の
大井屋敷で過ごす間、様々な芸術に傾倒していき、特に絵については専門絵師にも引け
を取らないとの評価を得る出来になっており、現在では仙台市博物館に所蔵されている
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 芙  蓉  図 」や「花鳥図屏風」が著名な作品として挙げられる。本
ふ よう ず

書画に描かれているのは竹と雀だが伊達家の家紋の一つ「竹に雀」があることから、お
そらく家紋をモチーフに描いたのではないかと推察できる。

「竹ニ雀図」
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ごあいさつ

東北学院大学は、２００９（平成２１）年１１月に開館し、
今年で５周年を迎えます。日頃は当館の活動に対し、
並々ならぬご支援、ご協力を賜り、感謝申し上げます。
当館は、大学の研究を社会にむけてご紹介する大切

な窓口であるとともに、文化の持つ魅力や歴史を学ぶ
ことの意義を、広く社会にむけて発信していく大学博
物館です。そのために、次の三つの活動を重点的に
行っています。
第一に、博物館学芸員資格課程を学ぶ大学生と、学

芸研究員として当館に勤務する大学院生の教育です。
人文学を学んで社会に出ていく学生たちには、地域文
化を生かしていくことや異文化理解の重要性を、社会
人として深く理解してもらいたいと考えています。ま
た、当館の学芸研究員経験者からは、博物館学芸員や
文化財担当者、埋蔵文化財技師として毎年１～２名を
輩出しています。博物館の文化を担う人材育成は、当
館の重要な課題です。
第二に、大学博物館の存在意義を高めるために、大

学博物館同士の連携を進めています。今年度は、京
都・大学ミュージアム連携や東北福祉大学との連携に

よって、東北歴史博物館で大規模な企画展を開催しま
した。学生たちは他大学の学生や、他大学の博物館学
芸員資格課程担当教員らとの協働によって、展示を作
り上げる機会を得ました。公立博物館とはまた一味
違った博物館の魅力を発信していていきたいと考えて
います。
第三に、東日本大震災からのミュージアムの復興に
対する継続的な支援を行っています。大学博物館は、
復興のための補助金の受け皿となりながら、学生たち
の被災地での活動によって、独自の復興支援が可能で
あると考えています。文化財やコレクションの復旧作
業への協力はもちろんのこと、復興過程で地域文化や
歴史の価値が見直されている被災地にあって、大学博
物館にしかできないことを模索しながら、活動を展開
しています。
こうした活動を通じて、これからも学生たちととも
に一歩ずつ着実に成長していきたいと考えています。
ぜひ、今後とも当館へのご指導、ご協力を、よろしく
お願いいたします。

東北学院大学博物館　
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 郵便番号： ９８０-８５１１
 住 所 ：宮城県仙台市青葉区土樋一丁目３-１
 電話番号 ：０２２－２６４－６９２０　  FAX：０２２－２６４－６９１７
 休 館 日 ：日曜日、祝日・休日、大学の定める休業日
 開館時間 ：午前９時３０分～午後５時
  　（入館は午後４時３０分まで）
 入 館 料 ：一般２００円（減免措置あり）

当館は、本学土樋キャンパスに隣接し、仙台市中心
部の愛宕上杉通りに面して建つ大学博物館である。本
学の教育、研究成果にかかわる学術的価値を有する資
料を収集整理、保管、公開、普及し、本学の活動を社
会に伝えることを目的としている。また、大学におけ
る博物館学芸員資格課程の実習施設としての役割を担
い、実物資料を用いた学習機会を提供する。
博物館は鉄骨平屋建で建物面積は約３００㎡である。

展示室（１８０㎡）のほか、収蔵庫、実習室、事務室、多
目的トイレ等を有し、２４時間の空調、機械警備等に
よって貴重な資料等の管理環境を整備している。
組織は、館長のもと学芸員、事務職員、学芸研究員

である。運営に関する事項を審議する機関として、東
北学院大学博物館運営委員会を置いている。

※学校法人東北学院の役員・教職員・学生・生徒・園児・旧役
員・旧教職員は無料。大学同窓生は、ホームカミング・デー
等の館長の定める行事日は無料。未就学児、小学校、中学校、
高等学校、中等教育学校もしくは高等専門学校の児童、生徒
又は学生、６５歳以上の方、障害者基本法に定める障害者と介
護者１名は無料。

施設概要
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企画展「侍がみた東アジア図」展に
先立って行われた専門家らによる調査

２０１４年の活動概要
今年度の企画展は、「侍がみた東アジア図」展（平成

２６年５月１７日～７月１０日）と、「飯坂温泉―絵葉書と
地図でさぐる戦前のすがた―」展（平成２６年７月２６日
～平成２６年９月２５日）の２回を開催した。このほか、
博物館実習や大学院教育の一貫で、コーナー展とし
て、「アイヌの祭り・チプサンケ」、「となりの付喪神　
―モノに憑くという“愉しみ”―」を実施した。
「侍がみた東アジア図」展では、初公開となる「大明
地理之圖」（文化１１（１８１４）年、細谷良夫氏所蔵）を展
示し、その東アジア図が描かれた背景と作者の細矢玄
俊の足跡を辿る関連展示も行い「細矢家文書」（本学東

北文化研究所所蔵）を展示した。内容は、細谷家６世
玄俊の経歴や家族の生活に関する史料、山形藩秋元家
御用医としての任務や城下での経済活動を示す史料等
を展示した。期間中は約１０００人が来館し、メディアに
も取り上げられるなど好評を博した。
「飯坂温泉―絵葉書と地図でさぐる戦前のすがた―」
展は、飯坂温泉絵はがきプロジェクトとの共同企画
で、絵はがき約５０枚から戦前の飯坂温泉の状況と、当
時の東北の観光開発について紹介する展示であった。
同展は、福島市飯坂町の旧堀切邸十間蔵に巡回し、地
元の市民団体や温泉関係者等とのコラボレーションで
イベントを開催した。（平成２６年１１月８・９日）。

展示 EXIBITION

企画展『飯坂温泉』関連イベント、現地でのようす
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企画展『侍がみた東アジア図』
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企画展『飯坂温泉 ―絵葉書と地図でさぐる戦前のすがた―』



８東北学院大学　博物館年報２０１４

vol.6     



９ 東北学院大学　博物館年報２０１４

Annual Report 2014

コーナー展『となりの付喪神 ―モノに憑くという“愉しみ”―』
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連携 COLLABORATION

開会式の様子

２０１４年の活動概要
今年度の他館との連携による展示として、東北歴史

博物館と宮城県慶長遣欧使節船ミュージアム（サン
ファン館）での展覧会を開催した。
前者は、京都・大学ミュージアム連携・東北歴史博

物館・東北福祉大学芹沢銈介美術工芸館との共催で、

東北歴史博物館を会場に「大学は宝箱！―京都・大学
ミュージアム連携の底力　出開帳 in 東北―」として実
施した。
後者は、サンファン館との共催で、「牡鹿半島・海の
くらしの風景展　―古写真と民具で振り返る捕鯨の
町・鮎川」を開催した。

東北福祉大学とのコラボ展示

サンファン館での展示作業 企画展「牡鹿半島・海のくらしの風景展」の会場　

京都外国語大学の学生との共同作業
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企画展『大学は宝箱！―京都・大学ミュージアム連携の底力 出開帳 in 東北―』
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京都・大学ミュージアム連携との協働展示

○大学博物館の連携による展覧会
京都・大学ミュージアム連携は、京都の大学ミュー

ジアムが収蔵する文化遺産をひろく展示・公開するこ
とにより、京都という地域の文化的特性を示すととも
に、京都文化を活性化することを目的として２０１１年に
成立した。この連携の参加ミュージアムが、それぞれ
資料を持ち寄って開催する展示は、２０１２年度に京都大
学総合博物館で、２０１３年度に、九州産業大学美術館を
会場に行われ、特に九州での展示には福岡市内にある
九州大学総合研究博物館、九州産業大学美術館、西南
学院大学博物館および佐賀大学美術館との合同展覧会
となった。
今回は、京都・大学ミュージアム連携合同展の場を

東北に求め、企画展「大学は宝箱！　京都・大学ミュー
ジアム連携の底力　出開帳 in 東北」と題して東北歴史
博物館を会場に開催することとなった。この企画は、
京都の大学ミュージアム１４館と、東北学院大学博物
館・東北福祉大学芹沢銈介美術工芸館が連携し、それ
ぞれの収蔵品の中から選りすぐった資料約１５０点を展
示するものである。展示資料は、美術的、歴史的価値
の高い収蔵資料から集めた第Ⅰ部「大学の宝物」、京都
の歴史や文化、美術工芸などを伝える作品・資料類を
展示する第Ⅱ部「京都の歴史と暮らし」、京都と東北、
各大学ミュージアムと東北との関係を示す作品・資料
類を展示する第Ⅲ部「東北との絆」から構成した。

東北側からの展示は、東北学院大学博物館と東北福
祉大学芹沢銈介美術工芸館のコラボレーションで構成
され、芹沢銈介の名品「ばんどり図屏風」と、福島県
収集のセナカアテの民具を並べて展示した。民具の造
形と、それを見事に意匠化した芹沢銈介の芸術性を愉
しむことができる。また、京都外国語大学から出品さ
れた「死者の日祭壇」は、１０月末から１１月はじめにか
けて行われる死者供養の祭りで飾られる祭壇で、キリ
スト教徒と土着宗教が混交した民俗的に興味深いもの
である。これらの展示には、本学博物館学芸員資格課
程の学生を中心に３・４年生１５名が作業に参加した。
１１月１日、同館関係者や友の会、ボランティア、学
生など４０名ほどが参列するなか、開会セレモニーが執
り行なわれた。東北歴史博物館長の高橋仁館長、本展
示の実行委員長である京都工芸繊維大学美術工芸資料
館の並木誠士館長によるあいさつに引き続き、東北学
院大学博物館長の辻秀人教授も出席してオープニング
のテープカットが行われた。同日午後には、東北歴史
博物館講堂にてシンポジウム「アクティヴに学ぶ大学
生たちの力」が開催された。内容は、地域社会に分け
入って主体的に活動する大学生たちの活動の意義や可
能性がテーマで、本学歴史学科の民俗学実習文化財レ
スキュー班の３年生５名が現在被災地で展開している
被災文化財の展示とくらしのエピソード収集活動を紹
介した。
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企画展『牡鹿半島・海のくらしの風景展 ―古写真と民具で振り返る捕鯨の町・鮎川』
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講座 WORKSHOP

民俗学の物質文化研究の醍醐味を楽しんでもらうた
めの企画として「実験民具学講座」を開設、学生有志
が参加し民俗技術の復元に挑みその結果を展示に反映

している。初回は「全身運動で布を織る」と題し、古
代の機の形式とされる天秤腰機で実際に布を織ってみ
る体験をした。

実験民具学講座Ⅰ「全身運動で布を織る ―天秤腰機の実験―」



１７ 東北学院大学　博物館年報２０１４

Annual Report 2014

印刷物 PUBLICATION

博物館リーフレット
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博物館ポスター
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事業 PROJECT
＊文化庁：被災博物館再興事業

事 業 名／被災した民俗資料のバックデータ収集事業
事業区分／（２）修理した資料の整理・データベース化を行

う事業
対象施設／石巻文化センター（公立・類似）
事業期間／平成２４年７月～平成２７年３月

【事業内容】
■事 業 費：３，７００，０００円
■実施方法：東北学院大学博物館への間接補助により実施。
　　　　　　東北学院大学博物館で工程管理を行い、下記

のとおり実施。
■実施内容：
①被災地での移動博物館（被災地でのヒアリングによる
バックデータの収集のため）

　［石巻市鮎川］※仮説住宅入居者等を対象
　会期：平成２６年８月（４日間（予定））※準備等１日間
　会場：鮎川地区（旧鮎川収蔵庫跡地の広場）
・展示解説員兼調査員（学生）の雇用
　アルバイト３０人×２日　※一括計上
・マイクロバス借上げ（アルバイトの移動用）
　１台×２日
・資料輸送（借料）　一式（１００点×１往復）

　［仙台市］　※見做し仮設入居者・被災地からの移転者等
　　　　　を対象
　会期：平成２６年１２月（４日間（予定））
　　　　※準備等前後２日間
　会場：せんだいメディアテーク（仙台市）

・展示解説員兼調査員（学生）の雇用　アルバイト
３０人×２日　※一括計上

・会場及び附帯設備借料　一式
・展示資料の輸送（委託）　資料５００点
・ポスター、チラシ、リーフレット製作印刷

②被災文化財の返却（石巻文化センター仮設収蔵庫への
運搬）

　［石巻市湊］
　時期：平成２７年２月（予定）
・運搬要員（学生）の雇用　アルバイト２０人×２日
　※一括計上
・マイクロバス借上げ（アルバイトの移動用）
　１台×２日
・資料輸送（借料）　一式（２０００点）

③ヒアリングで得られたバックデータの記録化および民
具台帳・目録の整備
・整理作業員の雇用　（院生）アルバイト２名×１５日
・コピー代（需用費）

※石巻市鮎川収蔵庫の資料を整理する事業。民俗資料の使
用地や使用法等、津波で失われたバックデータを復元す
るため、被災地で陳列し、聞書き調査とデータ化を行う。
聞書きデータは、最終的に石巻文化センターの資料台帳
作成時に活用できるよう整理を行う。

　　また今年度は大学で一時保管できる最終年度にあたる
ため本事業にて被災文化財を返却し、整理台帳・目録、
聞書きデータ集等を被災館に提供する。

「被災した民俗資料のバックデータ収集事業」事業28

（事業対象資料数）　民俗資料５件（約２０００点）＋考古資料６０箱（テンバコ）
事業実施計画

３月２月１月１２月１１月１０月９月８月７月６月５月４月

聞書き・データ化

被災文化財返却

事業担当者連絡先　　　東北学院大学博物館　学芸員　加藤 幸治

聞書きの様子イオンモール石巻での展示イオンモール石巻でのイベント　 石巻市鮎川での展示
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教育 EDUCATION

教育活動
＊博物館実務実習の実施
実務実習として本学3，4年生を受け入れ、博物館資

料の扱いから展示の企画、模擬展示の製作などを行う。

＊大学院生の学芸員教育
大学院生を学芸研究員としてスタッフに加え、展示

資料の準備や基礎データ作成、展示作業、来館者への
解説を通して、学芸員としての実務経験を積ませる。

＊学部生の学芸員教育
博物館実習・考古学実習履修学生が展示作業等にか
かわり、実践的な実習の機会を提供する。

収集 COLLECTION

当館では、実物の扱いの経験によって、学生および
大学院生の技術的鍛錬を積んでもらうため、東北ある
いは仙台にゆかりの深い歴史資料を収集している。
今年度収集の資料は、「伊達綱宗　竹ニ雀図」、「高尾

太夫歌幅」、「仙台藩猪狩家文書」を購入した。

「伊達綱宗　竹ニ雀図」
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学校団体の対応の様子

実績 RESULT

開館からの延べ人数小計無料入館者数有料入館者数開館日数月

５，９０７１８９１７５１４２５4
６，２７２３６５３３８２７２４5
６，５７５３０３２６７３６２５6
６，７２６１５１１３９１２２６7
６，８７７１５１１４１１０１９8
７，０２４１４７１２５２２２３9
７，３２３２９９２９２７２７10
７，４９４１７１１６３８２３11
７，５１７２３１９４２２12
７，５４９３２２３９２３1
７，５６４１５１１４２０2
７，７４９１８５１７７８２１3

２，０３１　
（＋６５１）１，８７０１６１２７８合計

東北学院大学博物館入館者数一覧

１名創立記念日　　　　　５月１５日（水）１
１０９名（−１９）学部オープンキャンパス　６月２８日（土）２

１１７名
（＋３１）

大学祭　　　　　　　１０月１７日（金）～１９日（日）３
ホームカミングデー　１０月１８日（土）４

５名東北文化の日　　　　１０月２５日（土）５
２名公開クリスマス　　　１２月１９日（金）６

３名（−９）卒業式　　　　　　　３月２４日（火）７

無料開館日入館者数

人　数月　　日学　校　名

７名４月２３日（水）石巻市立桃生中学校２年１
９０名４月２４日（木）仙台高校２年２
８１名５月１日（木）盛岡南高校２年３
９名５月９日（金）福島市立第４中学校２年４
５名５月２２日（木）石巻市立飯野川中学校２年５
８名５月２９日（木）九里学園高校２年６
８５名５月２９日（木）福島県立相馬高校１年７
６名５月２９日（木）長井市立長井小学校６年８
３１名５月３０日（金）山形県河北中学校２年９
２４名６月２６日（木）聖ウルスラ学院高校１年１０
３３名６月２６日（木）岩手県花泉高校１年１１
３２名７月８日（火）寒河江市立陵南中学校２年１２
３１名７月１８日（金）石巻商業高校２年１３
１９名８月４日（月）福島県立川俣高校１，２年１４
８５名９月１１日（木）山形県村山市立楯岡中学校３年１５
１２名１０月２０日（月）常盤木学園高校２年１６
４３名１０月２１日（火）福島県立小高商業高校１年１７
４０名１０月２２日（水）岩手県立花巻南高校２年１８
１３名１０月２２日（水）築館高校２年１９
４１名１０月２３日（木）名取高校１年２０
３３名１１月１１日（火）村田高校１年２１
７１名１１月１７日（月）山形県鶴岡中央高校１年２２
３６名１１月１９日（水）福島県相馬東高校２年２３
２０名３月３日（火）第一学院高校１．２年２４
７３名３月１７日（火）松島高校１．２年２５

９２８名（＋２４８）　　（＋３）　　　　　　　

施設見学の中・高校一覧

総人数利用回数人数資料整理人数研究会人数授業月

144135513984
11418121210265
179261212167146
1122014149867
1111008
7467469
1169116910
71671611
60660612
88101447461
124124002
169169003
987128866190167計

授業等での博物館利用人数 団体見学
１．８月３日（日）
　東北中世史研究会　　　　１５名
２．８月２８日（木）
　私立大学連盟学生生活
　支援研究会　　　　　　　８１名
３．３月３０日（月）
　学都仙台バスツアー２０１５

　６０名

２０１４年
（　）内は前年比
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東北学院大学博物館運営委員会の開催
東北学院大学博物館運営委員会は、第一回を平成２６

年５月１５日（木）（５号館第３会議室）、第二回を平成
２６年１１月１３日（木）（５号館第３会議室）に開催した。
第一回委員会の議題は、平成２６年度事業計画（案）

について・平成２６年度博物館館園実習（案）について・
平成２６年度学芸研究員採用（案）について・平成２６年
度無料開館日（案）について等であった。第二回委員
会の議題は、平成２７年度事業計画（案）について・平
成２７年度予算（案）について等であった。

辻　　秀人（文学部歴史学科教授）博 物 館 長
辻　　秀人（文学部歴史学科教授）文 学 部 長
千葉　昭彦（経済学部経済学科教授）学 務 部 長
中川　清和（教養学部情報科学科教授）図 書 館 長
日野　　哲総 務 部 長
渡辺　昭一（文学部歴史学科教授）歴史学科長
仁昌寺正一（経済学部経済学科教授）経 済 学 部
矢口　博之（工学部機械知能工学科教授）工 学 部
津上　　誠（教養学部言語文化学科教授）教 養 学 部

平成２６年度博物館運営委員会委員名簿

職員紹介
文学部教授辻　　秀人館　　　長
文学部歴史学科准教授加藤　幸治学　芸　員
研究機関事務課係長青村　光夫
研究機関事務課課長補佐尾木恵美子事 務 職 員
大学院文学研究科　アジア文化史専攻博士後期課程熊谷　明希学芸研究員
大学院文学研究科　アジア文化史専攻博士前期課程小山　　悠
大学院文学研究科　アジア文化史専攻博士前期課程丸山　和央
大学院文学研究科　アジア文化史専攻博士前期課程今井　雅之
大学院文学研究科　アジア文化史専攻博士前期課程佐々木拓哉
大学院文学研究科　アジア文化史専攻博士前期課程横田　竜巳

交通案内 ●地下鉄「五橋駅」下車、
　愛宕上杉通を南方向に徒歩５分


